
令和５年度 町長とのふれあいミーティング意見等まとめ 

 

1. 防災関係 

【避難】 

 防災マップは酒匂川の氾濫を想定しているようだが、用水路の溢水につい把握してい

るか。 

 避難場所の電源はどのくらい準備されているのか。 

 東日本大震災では、地域のお祭りなど地域の活動をしている地域ほど復興が早かった

と聞いた。新潟中越地震の時に、発災３日目に自衛隊が基地を作り、お風呂などの対応

があり大変助かったと聞く。 

 民間企業の事業所を避難場所として使えないか。 

 緊急ヘリの離発着場所である湘光中は降雨時には貯水池の役割を持つため、緊急ヘリ

の離発着場所として、おおい中央公園の東側が良いと思う。緊急車両も入りやすい。 

【防災無線】 

 町民歌や大井町賛歌をお昼と夕方のチャイムの時に流してほしい。大井町には良い歌が

ある。 

 防災無線が室内から聞こえず、室内受信機も聞こえない。以前よりも劣る。場所を変え

てほしい。無線塔を現状把握のうえ改善をお願いしたい。 

 室外アンテナの設置前に防災安全課が受信状況を確認する必要がある。 

 防災無線がこだまして聞こえない。サイレンを聞き、窓を開けるが放送内容はわからな

い。赤田には四季の里にスピーカーあるが、周囲に家はなく、なぜあの場所に立てたの

か疑問。もっと細かくスピーカーが設置すれば聞こえるのではないか。 

 以前の設備は高さが低く聞こえやすかった。スピーカーの位置を変えてほしい。 

 

2. 福祉関係 

【認知症】 

 認知症の方達の自宅近くに居場所作りが必要。私達の団体で 10 月頃から活動予定。

補助金公募制度を活用したい。 

 福祉課や社協などで実施している認知症に関する研修を増やしてほしい。 

【障がい者】 

 障がい者の自立支援について。大井町に就労施設を設営してほしい。複数あれば、障が

いの特性に対応して選択ができる場所が増える。また、親の死後でも自立して生活が

できるグループホームのようなものが町内にもっとあれば良い。 

【移送】 

 高齢者と障がい者の方への移送サービスについて。社協で対応しているが、人手不足

対応が不十分なので、十分に対応できる仕組みを作ってほしい。夢バスは、時間がかか

りすぎると感じている利用者が多いと聞くから、きめ細かく対応してほしい。自宅前で

乗れるような対応をお願いしたい。外に出ることは、認知症対策のひとつになる。移送

事業の充実化は必要と思う。 

 



3. 自治会・協働関係 

【自治会】 

 自治会から脱退する人と加入しない人が大変多い。町として自治会未加入者へどのよ

うな対応をされているのか。 

【ハイキングコース】 

 ハイキングコースは各自治会が分担して対応しているが、道路の縁石のつなぎ目に除

草剤を散布することで、草刈り範囲と作業の危険性を低減できるため、町から除草剤

を支給してほしい。町も安全に楽にできるように配慮をお願いしたい。高齢者の草刈り

作業は危険だ。 

【広報広聴】 

 情報の提供について。若い人達は紙ベースの広報誌は読まないと聞いた。大井町も

様々な方法で発信しているが、更なる工夫をお願いしたい。 

 おおい中央公園に掲示板の設置をお願いしたい。 

【ふれあいミーティング】 

 町長とのふれあいミーティングでの質問に対して町はどれくらい対応したのか。 

 次のステップとしてそれをどのようにやっていくか。説明だけだと聞いて終わってしま

う。 

 

4. 土地管理関係 

 個人の畑に不法投棄がされたため、生活環境課に相談に行ったところ、個人の敷地は

地主で片付けるように言われた。 

 赤田土橋からのバス道は木が覆いかぶさっている。個人の土地の木だから個人の責任

なのか。道路側は町で切ってもらえるか。お金を出せば業者に依頼できるが、そこまで

余裕はない。 

 この問題は相和地区全体で抱えている問題。個人ではできない。自治会での対応も限

界だ。特に相和地区は過疎化と高齢化が顕著だ。町全体で考えてほしい。 

 柳には県道があるため、県西土木に対応を要望した。県は草刈りを年１回しか対応せず

歩道が埋まってしまう。相和地区は自分たちで頑張ろうということでやっている。 

 農地に隣接する町有地があった場合、基本的にどのように対応しているか。またどこに

相談すればよいか。 

 

5. 移住定住関係 

 以前は調整区域でも子どもの家を建てられたが、今は建てられない。子どもが家を建

てることができれば、新しい家族ができ、若い人も増えていく。家のお手伝いや買い物

を手伝うこともできる。それが進まなくなると、子どもが戻らなくなる。 

 ３世代の補助金は元々住んでいる方のお子さんに住んでほしいということだが、この

町を知らない人にもっとアピールしてほしい。 

 問題の根っこは、少子化や過疎化、高齢化にあると思う。私はここに来て３０年になる

が、大井町に来た時に、自然も豊かだし、人も温かいし、学校教育が充実していて、全て

の小学校に公立幼稚園があることに驚いた。そのうえ今は医療費も１８歳まで無料なの



はすごいし、給食も中学生まである。他の市町は中学生まで給食はない。こんな素晴ら

しいのになぜ人が来ないのかと思う。ここにお住まいの方は「何もないから」とか「富士

山見えて当たり前」というが、世の中の人は「家から富士山見える」と言ったら羨ましが

る。それが当たり前になっていることがもったいない。せっかく大井町には良い自然環

境、教育環境、人的環境があるのに、新しい人が住めない状態になっている。 

 他の過疎化の町で成功した例などを検討してほしい。赤田の空き家を使うというのも

一つの前進だ。保育園留学や小学校に短期留学等を実施する意向はあるか。 

 

6. その他まちづくり関係 

【議会】 

 傍聴しやすい日曜や夜間議会を実施してはどうか。議会に興味を持ってもらう必要が

ある。 

【施設の統廃合】 

 施設の統廃合で廃止した施設の有効活用を考える必要がある。早い時期に、町民の要

望や意見を集約してほしい。また、大井高校を町が有効に活用するために、町民の意見

集約をお願いしたい。 

【義援金盗難】 

 義援金が盗まれた。この件について町長から話もない。町長の口から町民に対して説

明がない。誠意を感じられなかった。 

【区画整理】 

 大井中央の区画整理には電柱が立っているが、無電柱化を進めてほしい。 

 都市計画道路は国道のどこに交差するのか。工事主体はどこか。５～６年後には完成

すると聞いている。あの道路を買収しなければ町は管理をしなくてよい。 

【水路】 

 水門の開閉は水門委員が管理しているが、水門委員と連絡が取れない場合の対応は。 

 水路の堆積物は、自治会でも年２回程度清掃しているが、水路が蓋で締まっており清

掃ができない。 

【道路】 

 道路側溝が土砂で詰まっている。町道の側溝を町で掃除してもらいたい。 

 下山田から上大井に抜ける道がメイン道路だが、もっと町で整備をお願いしたい。相和

は置いてきぼりになっているのかと思う。 

 めがね道を町道にする考えはあるか。 

【リサイクル・廃棄物】 

 生涯学習センターの入口にリサイクル掲示板があるが周知が足りない。ホームページに

もあるが活用されていない。もっと周知したほうが良い。 

 赤田集落の真ん中に工事で出たゴミが置かれている。警察に話をしており、町も関与し

ているはずだが、どこまで話が進んでいるか。お試し住宅の方が見てがっかりするので

はないか。 

【あいさつ運動】 

 あいさつ運動は町職員や学校の先生等、大井町に関わっている職員が率先しないと



町全体に広まらないが少し欠けていると思う。「雨の日も風の日も私たちを守ってい

ただいてありがとうございます」と、声をかける生徒もいる。 

【マイナンバーカード】 

 大井町の問題ではないが、マイナンバーカードの発行は、はじめは任意だったが、保

険証をやるようになって半強制的になった。 

 


